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今
年

　
今
年
４
月
、
広
島
市
の

月
、
広
島
市
の
佐

伯
区
長
に
就
任
し
た
の

伯
区
長
に
就
任
し
た
の
は

佐
々
木
尚
行
氏
。
入
庁
以
来

佐
々
木
尚
行
氏
。
入
庁
以
来
、

土
木
畑
を
主
に
復
興
ま
ち

土
木
畑
を
主
に
復
興
ま
ち
づ

く
り
担
当
課
長
、
道
路
課

く
り
担
当
課
長
、
道
路
課
長

を
歴
任
後

を
歴
任
後
、　

年
に
広
島

年
に
広
島
高

1818

速
道
路
公
社
建
設
部
長
を

速
道
路
公
社
建
設
部
長
を
経

て
新
区
長
に
。
コ
ロ
ナ
禍

て
新
区
長
に
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
厳
し
い
現
況
の
中
で
、

の
厳
し
い
現
況
の
中
で
、
事

業
へ
の
取
り
組
み
や
主
な

業
へ
の
取
り
組
み
や
主
な
事

業
、
要
望
活
動
な
ど
聞
い
た

業
、
要
望
活
動
な
ど
聞
い
た
。

―
ま
ず
は
現
在
の
心
境

　
―
ま
ず
は
現
在
の
心
境
、

就
任
抱
負
に
つ
い

就
任
抱
負
に
つ
い
て

「
佐
伯
区
役
所
勤
務
は

　「
佐
伯
区
役
所
勤
務
は
初

め
て
で
あ
る
が
、
自
宅
が

め
て
で
あ
る
が
、
自
宅
が
区

界
の
西
区
井
口
で
主
な
生

界
の
西
区
井
口
で
主
な
生
活

圏
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
佐

圏
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
佐
伯

区
に
は
特
に
親
し
み
を
感

区
に
は
特
に
親
し
み
を
感
じ

て
い
る
。
い
ま
、
コ
ロ
ナ

て
い
る
。
い
ま
、
コ
ロ
ナ
禍

で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
る
な
ど
、
地
域
の
方

と
な
る
な
ど
、
地
域
の
方
々

に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、
緊
急
事
態
宣
言

い
る
が
、
緊
急
事
態
宣
言
等

の
合
間
を
縫
っ
て
お
会
い

の
合
間
を
縫
っ
て
お
会
い
す

る
と
、
皆
さ
ん
地
域
へ
の

る
と
、
皆
さ
ん
地
域
へ
の
愛

着
と
誇
り
を
持
っ
て
活
動

着
と
誇
り
を
持
っ
て
活
動
さ

れ
て
お
り
、
五
日
市
町
・

れ
て
お
り
、
五
日
市
町
・
湯

来
町
時
代
か
ら
受
け
継
が

来
町
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ

て
い
る
熱
量
を
実
感
し
て

て
い
る
熱
量
を
実
感
し
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん

で
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

で
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
つ
つ
、
早
く
地

を
見
据
え
つ
つ
、
早
く
地
域

に
溶
け
込
ん
で
ま
ち
づ
く

に
溶
け
込
ん
で
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
た
い
」

に
貢
献
し
た
い
」。

―
今
年
度
の
主
要
事
業

　
―
今
年
度
の
主
要
事
業
、

特
筆
事
項
に
つ
い
て

特
筆
事
項
に
つ
い
て
。

「
佐
伯
区
は
、
南
部
の
既

　「
佐
伯
区
は
、
南
部
の
既
成

市
街
地
の
ほ
か
、
北
部
に

市
街
地
の
ほ
か
、
北
部
に
は

湯
来
・
湯
の
山
温
泉
を
は

湯
来
・
湯
の
山
温
泉
を
は
じ

め
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

め
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
中
山
間
地
域
を
有
し
て

た
中
山
間
地
域
を
有
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
生

る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
生
か

し
た
魅
力
と
活
力
の
あ
る

し
た
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
一

方
、
豪
雨
等
に
よ
り
大
き

方
、
豪
雨
等
に
よ
り
大
き
な

被
害
が
発
生
す
る
危
険
性

被
害
が
発
生
す
る
危
険
性
を

併
せ
持
っ
て
お
り
、
地
域

併
せ
持
っ
て
お
り
、
地
域
と

連
携
し
た
災
害
に
強
い
ま

連
携
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

今
年
度
の
主
な
道
路
整

　
今
年
度
の
主
な
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
主
要
地
方
道

に
つ
い
て
、
主
要
地
方
道
広

島
湯
来
線
は
、
湯
来
町
麦

島
湯
来
線
は
、
湯
来
町
麦
谷

地
区
か
ら
沼
田
町
戸
山
地

地
区
か
ら
沼
田
町
戸
山
地
区

ま
で
の
約

ま
で
の
約
６
・
７
灼
の
整
備

の
整
備

区
間
の
う
ち
、
区
内
の
麦

区
間
の
う
ち
、
区
内
の
麦
谷

地
区
側

地
区
側
３
灼
区
間
を
本
年

区
間
を
本
年
８

月
末
に

月
末
に
２
車
線
道
路
と
し

車
線
道
路
と
し
て

完
成
予
定
。
ま
た
、
都
市

完
成
予
定
。
ま
た
、
都
市
計

画
道
路
駅
前
線
は

画
道
路
駅
前
線
は
、　

年
度
年
度

2525

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
湯
来
地
区
で
は

そ
の
ほ
か
、
湯
来
地
区
で
は
、

農
業
で
自
立
で
き
る
若
い

農
業
で
自
立
で
き
る
若
い
新

規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
や

規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
や
、

林
業
に
従
事
し
な
が
ら
、

林
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
農

業
や
地
域
資
源
を
活
用
し

業
や
地
域
資
源
を
活
用
し
て

他
の
仕
事
も
す
る
半
林
半

他
の
仕
事
も
す
る
半
林
半
Ｘ

移
住
者
支
援
に
も
注
力
し

移
住
者
支
援
に
も
注
力
し
て

お
り
、
中
山
間
地
域
の
活

お
り
、
中
山
間
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

次
に
、
防
災
へ
の
取
り
組

次
に
、
防
災
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は

に
つ
い
て
は
、　

年
６
月
　

9999

2929

日
に
発
生
し
た
豪
雨
災

日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

は
、
こ
の
災
害
を
教
訓
に

は
、
こ
の
災
害
を
教
訓
に
、

住
民
主
体
で
、
被
災
の
伝

住
民
主
体
で
、
被
災
の
伝
承

や
防
災
意
識
を
高
め
る
取

や
防
災
意
識
を
高
め
る
取
組

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
区

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
区
と

し
て
も
、
住
民
の
皆
さ
ん

し
て
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
地
域
防
災

連
携
し
な
が
ら
地
域
防
災
体

制
の
強
化
と
と
も
に
急
傾

制
の
強
化
と
と
も
に
急
傾
斜

地
崩
壊
防
止
対
策
事
業
を

地
崩
壊
防
止
対
策
事
業
を
進

め
て
い
く

め
て
い
く
」

―
こ
れ
ま
で
特
に
印
象

　
―
こ
れ
ま
で
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い

残
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

　「
　
年
度
に
広
島
南
道

年
度
に
広
島
南
道
路

9595

の
都
市
計
画
決
定
手
続
き

の
都
市
計
画
決
定
手
続
き
を

担
当
し
て
以
降
、
広
島
高

担
当
し
て
以
降
、
広
島
高
速

道
路
公
社
へ
派
遣
さ
れ
て

道
路
公
社
へ
派
遣
さ
れ
て
広

島
高
速

島
高
速
３
号
線
の
建
設
事

号
線
の
建
設
事
業

等
に
従
事
す
る
と
と
も
に

等
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、

市
へ
復
職
し
て
も
当
該
道

市
へ
復
職
し
て
も
当
該
道
路

の
高
架
下
を
活
用
し
た
ま

の
高
架
下
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
担
当
す
る
な
ど

づ
く
り
を
担
当
す
る
な
ど
、

計
画
段
階
か
ら
供
用
ま
で

計
画
段
階
か
ら
供
用
ま
で
一

連
で
関
わ
れ
た
こ
と
は
良

連
で
関
わ
れ
た
こ
と
は
良
い

経
験
と
な
っ
た
。
ま
た
、

経
験
と
な
っ
た
。
ま
た
、
強

烈
な
印
象
と
し
て
は

烈
な
印
象
と
し
て
は
、　

年
1414

８
月
　

日
の
広
島
豪
雨

日
の
広
島
豪
雨
災

2020

害
。
関
連
死
を
含
め

害
。
関
連
死
を
含
め
て
　
名
7777

の
方
が
犠
牲
に
な
り
、
特
に

の
方
が
犠
牲
に
な
り
、
特
に
、

八
木
・
緑
井
地
区
の
狭
い

八
木
・
緑
井
地
区
の
狭
い
エ

リ
ア
の
中

リ
ア
の
中
で
　
名
も
の
方

名
も
の
方
が

6969

犠
牲
と
な
っ
た
。
場
所
に

犠
牲
と
な
っ
た
。
場
所
に
よ

っ
て
は
累
積

っ
て
は
累
積
２
０
２
０
０
勺
以
上
以
上

の
豪
雨
が
観
測
さ
れ
、
土

の
豪
雨
が
観
測
さ
れ
、
土
木

職
の
先
輩
も
亡
く
な
る

職
の
先
輩
も
亡
く
な
る
な

ど
、
日
常
が
一
変
し
て
し

ど
、
日
常
が
一
変
し
て
し
ま

っ
た
。
私
は
復
興
ま
ち
づ

っ
た
。
私
は
復
興
ま
ち
づ
く

り
担
当
課
長
と
し
て
『
復

り
担
当
課
長
と
し
て
『
復
興

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
』

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
』
の

策
定
や
『
復
興
ま
ち
づ
く

策
定
や
『
復
興
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
』
策
定
の
お
手
伝

プ
ラ
ン
』
策
定
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
過
程
で
皆
さ
ん
の
深

そ
の
過
程
で
皆
さ
ん
の
深
い

悲
し
み
や
喪
失
感
、
復
旧

悲
し
み
や
喪
失
感
、
復
旧
・

復
興
へ
向
け
た
強
い
思
い

復
興
へ
向
け
た
強
い
思
い
等

を
直
接
お
聴
き
し
ハ
ー
ド

を
直
接
お
聴
き
し
ハ
ー
ド
整

備
に
よ
る
防
災
の
限
界
や

備
に
よ
る
防
災
の
限
界
や
地

元
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

元
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

避
難
体
制
強
化
の
重
要
性

避
難
体
制
強
化
の
重
要
性
を

痛
感
し
た
」

痛
感
し
た
」。

―
職
員
へ
の
指
導
方
針

　
―
職
員
へ
の
指
導
方
針
に

つ
い
て

つ
い
て
。

「
ま
ず
は
、
対
話
を
大
切

　「
ま
ず
は
、
対
話
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
た
い
。
区
民

し
て
も
ら
い
た
い
。
区
民
と

の
対
話
が
基
本
で
あ
り
、

の
対
話
が
基
本
で
あ
り
、
区

民
目
線
で
し
っ
か
り
と
傾

民
目
線
で
し
っ
か
り
と
傾
聴

し
て
丁
寧
に
対
応
し
て
欲

し
て
丁
寧
に
対
応
し
て
欲
し

い
。
ま
た
、
業
務
の
円
滑

い
。
ま
た
、
業
務
の
円
滑
な

執
行
に
は
、
情
報
共
有
が

執
行
に
は
、
情
報
共
有
が
重

要
で
あ
り
、
職
員
同
士
や

要
で
あ
り
、
職
員
同
士
や
関

係
者
の
方
々
と
も
対
話
を

係
者
の
方
々
と
も
対
話
を
重

ね
て
も
ら
い
た
い
。
さ
ら

ね
て
も
ら
い
た
い
。
さ
ら
に

日
常
業
務
に
お
け
る
『
違

日
常
業
務
に
お
け
る
『
違
和

感
』
を
見
逃
さ
な
い
で
も

感
』
を
見
逃
さ
な
い
で
も
ら

い
た
い
。
特
に
中
堅
以
上

い
た
い
。
特
に
中
堅
以
上
の

職
員
は
、
経
験
に
基
づ
い

職
員
は
、
経
験
に
基
づ
い
た

『
セ
ン
サ
ー
』
が
備
わ
っ
て

『
セ
ン
サ
ー
』
が
備
わ
っ
て
い

る
は
ず
で
あ
り
、
感
じ
た

る
は
ず
で
あ
り
、
感
じ
た
場

合
に
は
、
そ
の
原
因
を
探

合
に
は
、
そ
の
原
因
を
探
る

こ
と
で
未
然
に
ト
ラ
ブ
ル

こ
と
で
未
然
に
ト
ラ
ブ
ル
を

防
げ
る
場
合
が
多
い
の
で

防
げ
る
場
合
が
多
い
の
で
感

度
を
磨
い
て
欲
し
い
」

度
を
磨
い
て
欲
し
い
」。

―
国
や
県
へ
の
要
望
、

　
―
国
や
県
へ
の
要
望
、
業

界
へ
の
注
文
な
ど
に
つ
い

界
へ
の
注
文
な
ど
に
つ
い
て

「
佐
伯
区
は
、
過
去
に
大

　「
佐
伯
区
は
、
過
去
に
大
規

模
土
砂
災
害
を
経
験
し
て

模
土
砂
災
害
を
経
験
し
て
お

り
、
災
害
に
対
す
る
危
機

り
、
災
害
に
対
す
る
危
機
意

識
が
高
い
区
で
あ
る
が
、

識
が
高
い
区
で
あ
る
が
、
最

近
の
気
候
変
動
に
伴
う
災

近
の
気
候
変
動
に
伴
う
災
害

の
頻
発
化
に
危
機
感
を
抱

の
頻
発
化
に
危
機
感
を
抱
い

て
い
る
方
が
多
い
。
国
交

て
い
る
方
が
多
い
。
国
交
省

へ
は
西
部
山
系
直
轄
砂
防

へ
は
西
部
山
系
直
轄
砂
防
事

業
を
、
県
へ
は
急
傾
斜
地

業
を
、
県
へ
は
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
を
促
進
し
て

壊
対
策
事
業
を
促
進
し
て
欲

し
い
。
業
界
へ
は
災
害
が

し
い
。
業
界
へ
は
災
害
が
発

生
し
た
際
の
応
急
復
旧
へ

生
し
た
際
の
応
急
復
旧
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
県
が
建
設
し
て
い

ま
た
、
県
が
建
設
し
て
い
る

『
広
島
は
つ
か
い
ち
大
橋
』

『
広
島
は
つ
か
い
ち
大
橋
』
の

早
期
整
備
に
も
期
待
し
て

早
期
整
備
に
も
期
待
し
て
い

る
」
る
」。

　
＝
佐
々
木
区
長
の
略
歴

＝
佐
々
木
区
長
の
略
歴
＝

　
１
９
８
５

１
９
８
５
年
に
山
口
大

年
に
山
口
大
学

工
学
部
建
設
工
学
科
を
卒

工
学
部
建
設
工
学
科
を
卒
業

後
広
島
市
に
入
庁

後
広
島
市
に
入
庁
。　

年
に
年
に

1414

復
興
ま
ち
づ
く
り
担
当

復
興
ま
ち
づ
く
り
担
当
課

長
、　

年
に
道
路
課
長

年
に
道
路
課
長
、　

1717

1818

年
に
広
島
高
速
道
路
公
社

年
に
広
島
高
速
道
路
公
社
建

設
部
長
を
経
て
今
年

設
部
長
を
経
て
今
年
４
月
に

現
職
現
職
。

座
右
の
銘
は
「
一
灯
照

　
座
右
の
銘
は
「
一
灯
照
隅

萬
灯
照
国
」（
自
分
の
力
は

萬
灯
照
国
」（
自
分
の
力
は
限

ら
れ
て
い
る
が
一
隅
を
照

ら
れ
て
い
る
が
一
隅
を
照
ら

す
役
割
を
全
う
し
た
い
）

す
役
割
を
全
う
し
た
い
）。

趣
味
は
、「
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
趣
味
は
、「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
・
里
山
登

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
・
里
山
登
山

な
ど
。
今
は
中
々
出
来
て

な
ど
。
今
は
中
々
出
来
て
い

な
い
が
、
地
方
の
大
会
に

な
い
が
、
地
方
の
大
会
に
参

加
し
、
妻
と
一
緒
に
グ
ル

加
し
、
妻
と
一
緒
に
グ
ル
メ

や
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
」

や
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
」。

　
年
１
月
生
ま
れ

月
生
ま
れ
。

6363

広
島
は
つ
か
い
ち
大
橋
の
早
整
に
期
待

佐
々
木

尚
行
氏

佐
伯
区
長

広

島

市
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表
）
は
、
中
区
東
平
塚
町

表
）
は
、
中
区
東
平
塚
町
に

共
同
住
宅
「
（
仮
称
）
東
平

共
同
住
宅
「
（
仮
称
）
東
平
塚

町
ビ
ル
新
築
工
事
」
を
計

町
ビ
ル
新
築
工
事
」
を
計
画

し
て
お
り
、
広
島
八
谷
建

し
て
お
り
、
広
島
八
谷
建
設

の
設
計
・
施
工

の
設
計
・
施
工
で
　
月
初
旬

月
初
旬

1212

に
着
工
す
る

に
着
工
す
る
。

建
設
場
所
は
、
建
築
主

　
建
設
場
所
は
、
建
築
主
の

本
社
ビ
ル
な
ど
を
含
む
東

本
社
ビ
ル
な
ど
を
含
む
東
平

塚
町
　
―
　
他
（
敷
地
面

他
（
敷
地
面
積

1212

2222

４
０
１

４
０
１
・
　

釈
）
。
平
和

）
。
平
和
大

6868

通
り
か
ら
南
に
一
本
入
っ

通
り
か
ら
南
に
一
本
入
っ
た

場
所
に
あ
り
、
京
橋
川
沿

場
所
に
あ
り
、
京
橋
川
沿
い

の
緑
道
や
平
塚
公
園
な
ど

の
緑
道
や
平
塚
公
園
な
ど
の

緑
地
に
囲
ま
れ
て
い
る

緑
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
広
島
駅
や
中
心
市
街

か
、
広
島
駅
や
中
心
市
街
地

な
ど
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や

な
ど
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
立
地

い
立
地
。

新
築
す
る
マ
ン
シ
ョ

　
新
築
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
Ｒ
Ｃ

は
、
Ｒ
Ｃ
造
　
階
建
延
べ

階
建
延
べ
２

1414

１
４
９

１
４
９
・
　

釈
（
建
築
面

（
建
築
面
積

1313

２
１
２

２
１
２
・
　

釈
、
場
所
打

、
場
所
打
ち

0202

Ｒ
Ｃ
杭
ア
ー
ス
ド
リ
ル

Ｒ
Ｃ
杭
ア
ー
ス
ド
リ
ル
工

法
）
で
、
高
さ

法
）
で
、
高
さ
は
　
・
　

ｍ
。
ｍ
。

4242

0404

全
　
戸
の
う
ち

戸
の
う
ち
、　

戸
が
ワ

戸
が
ワ

5959

5858

ン
ル
ー
ム
形
式
を
見
込
ん

ン
ル
ー
ム
形
式
を
見
込
ん
で

お
り
、

お
り
、
２
０
２
３

２
０
２
３
年
３
月
末

に
完
成
さ
せ
る
予
定
だ

に
完
成
さ
せ
る
予
定
だ
。

Ｎ
Ｙ
Ｏ
（
広
島
市
中
区
東

Ｎ
Ｙ
Ｏ
（
広
島
市
中
区
東
平

塚
町
　
―
　
、
横
田
幸
典

、
横
田
幸
典
代

1212

2020

建
築
塗
装
・
リ
フ
ォ
ー

　
建
築
塗
装
・
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
な
ど
を
手
掛
け
る
Ｓ

工
事
な
ど
を
手
掛
け
る
Ｓ
Ａ

東
平
塚
町
ビ
ル
を
計
画

ＳＡＮＹＯ

広
島
八
谷
建
設
で
　
月
着
工

12

建設予定地

と
を
受
け
、同
協
会
で
は
登

と
を
受
け
、同
協
会
で
は
登
壇

予
定
だ
っ
た
講
師
に
よ
る

予
定
だ
っ
た
講
師
に
よ
る
講

演
動
画

演
動
画（
　
本
）を
公
開
す

本
）を
公
開
す
る

3131

こ
と
と
し
て
お
り
、土
木
学

こ
と
と
し
て
お
り
、土
木
学
会

及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
も
取
得
で

協
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
も
取
得
で
き

る
よ
う
調
整
し
た
。す
べ
て

る
よ
う
調
整
し
た
。す
べ
て
視

聴
す
れ

聴
す
れ
ば
　
単
位
を
取
得

単
位
を
取
得
で

2525

き
る
き
る
。

　
　
日
か
ら
配
信
開
始
す

日
か
ら
配
信
開
始
す
る

3030
動
画
は
、宮
川
教
授
の
ほ
か

動
画
は
、宮
川
教
授
の
ほ
か
、

大
阪
大
学
の
鎌
田
敏
郎
教

大
阪
大
学
の
鎌
田
敏
郎
教
授

に
よ
る「
見
え
な
い
も
の
は

に
よ
る「
見
え
な
い
も
の
は
非

破
壊
で
診
る
」、芝
浦
工
業

破
壊
で
診
る
」、芝
浦
工
業
大

学
の
濱
崎
仁
教
授
に
よ
る「

学
の
濱
崎
仁
教
授
に
よ
る「
歴

史
的
構
造
物
の
保
存
・
修
復

史
的
構
造
物
の
保
存
・
修
復
～

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
毎
年

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
毎
年
全

国
で
開
催
し
、全
会
場
延
べ

国
で
開
催
し
、全
会
場
延
べ
７

０
０
０

０
０
０
人
超
を
動
員
す
る
が

人
超
を
動
員
す
る
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
全
会

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
全
会
場

の
通
常
開
催
を
中
止
。こ
の

の
通
常
開
催
を
中
止
。こ
の
こ

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
現

状
と
課
題
～
」な
ど
官
民
の

状
と
課
題
～
」な
ど
官
民
の
有

識
者
に
よ
る
最
新
技
術
・
知

識
者
に
よ
る
最
新
技
術
・
知
見

を
紹
介
す
る
も
の

を
紹
介
す
る
も
の
。

　
徳
納
会
長（
福
徳
技
研
）は

徳
納
会
長（
福
徳
技
研
）は
、

「
昨
年
・
今
年
と
対
面
で
の

「
昨
年
・
今
年
と
対
面
で
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
で
き
な

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
で
き
な
か

っ
た
が
、今
年
は
オ
ン
ラ
イ

っ
た
が
、今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単
位
が
取
得
で

で
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単
位
が
取
得
で
き

る
よ
う
関
連
団
体
に
お
願

る
よ
う
関
連
団
体
に
お
願
い

し
た
。『
事
例
に
み
る
コ
ン

し
た
。『
事
例
に
み
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿

リ
ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿
命

の
延
ば
し
方

の
延
ば
し
方
』を
テ
ー
マ
に

を
テ
ー
マ
に
、

維
持
管
理
に
関
す
る
最
新

維
持
管
理
に
関
す
る
最
新
研

究
と
技
術
を
お
届
け
し
た
い

究
と
技
術
を
お
届
け
し
た
い
」

と
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。

残
り

　
残
り
４
本
の
動
画
は
、

本
の
動
画
は
、９
月

　
日
に
配
信
予
定
。

日
に
配
信
予
定
。２
０
２

２
０
２
２

3030年
３
月

日
ま
で
公
開
す
る

月
　
日
ま
で
公
開
す
る
。

3131

豊
章
名
誉
教
授
の「
コ
ン
ク

豊
章
名
誉
教
授
の「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿
命

ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿
命
を

確
保
す
る
た
め
に
」な

確
保
す
る
た
め
に
」な
ど
　
本
1313

の
新
た
な
動
画
を
今

の
新
た
な
動
画
を
今
月
　
日
3030

に
公
開
す
る
。こ
れ
で
当
初

に
公
開
す
る
。こ
れ
で
当
初
配

信
予
定

信
予
定
の
　
本
の
う
ち

本
の
う
ち
、
　
本

3131

2727

の
動
画
が
視
聴
可
能
と
な
る

の
動
画
が
視
聴
可
能
と
な
る
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

　「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

補
修
・
補
強
に
関
す
る
フ
ォ

補
修
・
補
強
に
関
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
」の
開
催
中
止
を
受
け

ラ
ム
」の
開
催
中
止
を
受
け
、

講
演
動
画
の
配
信
を
行
っ

講
演
動
画
の
配
信
を
行
っ
て

い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン

い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
会

ナ
ン
ス
協
会（
徳
納
剛
会
長

徳
納
剛
会
長
＝

写
真
）は
、京
都
大
学
の
宮

）は
、京
都
大
学
の
宮
川

コ ン ク リ ート
メンテナンス協会

フ
ォ
ー
ラ
ム
動
画
を
㮇
日
に
大
量
更
新

30

全
視
聴
で
Ｃ
Ｐ
Ｄ
㮇
単
位

25

出
場
枠
を
つ
か
み
、
順
調

出
場
枠
を
つ
か
み
、
順
調
に

調
整
を
進
め
て
き
た
。
「

調
整
を
進
め
て
き
た
。
「
コ

ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
、
家
族

ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
、

職
場
の
皆
さ
ん
の
支
え
が

職
場
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ

っ
て
出
場
す
る
こ
と
が
で

っ
て
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
地
域
へ
の
感
謝
の

た
」
と
地
域
へ
の
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、
「
自
己
ベ
ス

葉
を
述
べ
、
「
自
己
ベ
ス
ト

の
更
新
を
目
指
し
た
い
」

の
更
新
を
目
指
し
た
い
」
と

自
信
を
の
ぞ
か
せ
る

自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

安
芸
高
田
市
の
和
田

　
安
芸
高
田
市
の
和
田
組

（
和
田
賢
社
長
）
に
技
術

（
和
田
賢
社
長
）
に
技
術
者

と
し
て
勤
め
る
父
親
の
白

と
し
て
勤
め
る
父
親
の
白
砂

満
義
氏
と
弟
の
湧
聖
氏

満
義
氏
と
弟
の
湧
聖
氏
は

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

家
族
全
員
で
喜
ん
で
い
る

家
族
全
員
で
喜
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
応
援
に
行
け

コ
ロ
ナ
禍
で
応
援
に
行
け
な

い
が
、
日
頃
の
成
果
を
発

い
が
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
和

田
社
長
は
「
親
に
連
れ
ら

田
社
長
は
「
親
に
連
れ
ら
れ

て
会
社
の
周
り
を
走
り
回

て
会
社
の
周
り
を
走
り
回
っ

て
い
た
子
供
の
頃
を
思
い

て
い
た
子
供
の
頃
を
思
い
出

す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

で
我
々
も
元
気
を
い
た
だ

で
我
々
も
元
気
を
い
た
だ
い

た
。
自
分
の
投
て
き
を
し

た
。
自
分
の
投
て
き
を
し
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
、
社
屋
に
横
断
幕
を
掲

り
、
社
屋
に
横
断
幕
を
掲
げ

て
全
社
員
で
応
援
し
て

て
全
社
員
で
応
援
し
て
い

る
。

白
砂
選
手
は

　
白
砂
選
手
は
２
歳
の
時

歳
の
時
に

左
手
関
節
を
離
断
す
る
障

左
手
関
節
を
離
断
す
る
障
害

を
負
い
、
高
校
時
代
に
障

を
負
い
、
高
校
時
代
に
障
が

い
者
陸
上
を
本
格
的
に
開

い
者
陸
上
を
本
格
的
に
開
始

し
た
。
社
会
人
と
な
っ
た

し
た
。
社
会
人
と
な
っ
た
後

は
砲
丸
投
で
日
本
記
録
を

は
砲
丸
投
で
日
本
記
録
を
達

成
、
そ
の
後
は
専
門
種
目

成
、
そ
の
後
は
専
門
種
目
を

や
り
投
げ
に
転
向
し
、
着

や
り
投
げ
に
転
向
し
、
着
実

に
力
を
つ
け
、
東
京

に
力
を
つ
け
、
東
京
２
０
２
０
２

０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の

日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た

日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
。

現
在
も
北
広
島
町
に
在

現
在
も
北
広
島
町
に
在
住

し
、
三
次
市
で
働
き
な
が

し
、
三
次
市
で
働
き
な
が
ら

競
技
活
動
も
続
け
、
小
中

競
技
活
動
も
続
け
、
小
中
学

校
で
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

校
で
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
、
子
供
た
ち
に
困

と
し
て
、
子
供
た
ち
に
困
難

に
負
け
ず
、
夢
に
挑
戦
し

に
負
け
ず
、
夢
に
挑
戦
し
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ

る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
い
る
。

　
５
月
に
は
今
季
世
界
最

月
に
は
今
季
世
界
最
高

と
な
と
な
る
　
・
　

ｍ
を
マ
ー

ｍ
を
マ
ー
ク

6060

6363

す
る
な
ど
、

す
る
な
ど
、
７
月
に
追
加

月
に
追
加
の

町
出
身
の
白
砂
匠
庸
選
手

町
出
身
の
白
砂
匠
庸
選
手
が

初
出
場
す
る
。
競
技

初
出
場
す
る
。
競
技
は
　
日
3030

に
実
施
さ
れ
、
メ
ダ
ル
獲

に
実
施
さ
れ
、
メ
ダ
ル
獲
得

に
期
待
が
懸
か
る

に
期
待
が
懸
か
る
。

　
８
月
　
日
に
開
幕
し
た

日
に
開
幕
し
た
東

2424

京
２
０
２
０

２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
陸
上
男
子
や
り
投

ク
の
陸
上
男
子
や
り
投
げ

（
Ｆ
　
）
に
広
島
県
北
広

）
に
広
島
県
北
広
島

4646

和田組社屋に掲げる横断幕

口
河
川
国
道
事
務
所

口
河
川
国
道
事
務
所（
　
億
５
億
５

3838

９
５
１
万
５
０
０
０
円

９
５
１
万
５
０
０
０
円
、
　2323

４
億
９
０
５
０
万
円
、法
面

４
億
９
０
５
０
万
円
、法
面
処

理
が
５
件
で
３
億
７
６
１

理
が
５
件
で
３
億
７
６
１
１

万
円
、し
ゅ
ん
せ
つ
が
１
件

万
円
、し
ゅ
ん
せ
つ
が
１
件
で

１
億
９
４
８
０
万
円
、建
築

１
億
９
４
８
０
万
円
、建
築
が

２
件
で
１
億
７
０
０
０
万
円

２
件
で
１
億
７
０
０
０
万
円
、

鋼
橋
上
部
が
１
件
で
１
億

鋼
橋
上
部
が
１
件
で
１
億
３

５
０
０
万
円
、電
気
設
備
が

５
０
０
万
円
、電
気
設
備
が
１

件
で
７
２
０
０
万
円
、暖
冷

件
で
７
２
０
０
万
円
、暖
冷
房

衛
生
設
備
が
１
件
で
４
８

衛
生
設
備
が
１
件
で
４
８
８

０
万
円
、受
変
電
設
備
が
１

０
万
円
、受
変
電
設
備
が
１
件

で
２
９
６
０
万
円
だ
っ
た

で
２
９
６
０
万
円
だ
っ
た
。

企
業
別
の
受
注
額
ラ
ン

　
企
業
別
の
受
注
額
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
、「
令
和
３
年
度

ン
グ
で
は
、「
令
和
３
年
度
太

田
川
観
音
新
町
地
区
高
潮

田
川
観
音
新
町
地
区
高
潮
堤

防
他
工
事
」や「
令
和
３
年

防
他
工
事
」や「
令
和
３
年
度

尾
道
松
江
線
防
護
柵
設
置

尾
道
松
江
線
防
護
柵
設
置
第

５
工
事
」な
ど
計
６
件
を
落

５
工
事
」な
ど
計
６
件
を
落
札

し
た
宮
川
興
業

し
た
宮
川
興
業
が
　
億
８
５

億
８
５

1111

３
６
万
円
で
ト
ッ
プ
。２
位

３
６
万
円
で
ト
ッ
プ
。２
位
は

山
陽
工
業
が
入
り
、「
令
和

山
陽
工
業
が
入
り
、「
令
和
３

年
度
広
島
西
部
山
系
５
０

年
度
広
島
西
部
山
系
５
０
４

３
渓
流
砂
防
堰
堤
外
工
事
」

３
渓
流
砂
防
堰
堤
外
工
事
」な

ど
計
４
件

ど
計
４
件
で
　
億
４
４
５

億
４
４
５
０

1111

万
円
を
受
注
し
た
。３
位

万
円
を
受
注
し
た
。３
位
は

「
令
和
３
年
度
安
芸
南
部
山

「
令
和
３
年
度
安
芸
南
部
山
系

大
屋
大
川
支
川
渓
流
堆
積

大
屋
大
川
支
川
渓
流
堆
積
工

外
工
事
」な
ど
計
３
件
を
９

外
工
事
」な
ど
計
３
件
を
９
億

９
０
０
万
円
で
落
札
し
た

９
０
０
万
円
で
落
札
し
た
増

岡
組
で
、受
注
者
の
企
業
数

岡
組
で
、受
注
者
の
企
業
数
は

合
計
で
１
５
６
社
あ
っ
た

合
計
で
１
５
６
社
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、発
注
金
額
が

　
こ
の
ほ
か
、発
注
金
額
が
多

か
っ
た
上
位
３
事
務
所
は
、

か
っ
た
上
位
３
事
務
所
は
、山

競
争
入
札

競
争
入
札
が
　
件
で
件
で
　
億
４
億
４

1515

1414

５
０
９
万
円
、
随
意
契
約
（

５
０
９
万
円
、
随
意
契
約
（
特

命
）
命
）
が
５
件
で
５
億
４
０

５
件
で
５
億
４
０
１

０
万
円
、
不
調
随
契
が
１

０
万
円
、
不
調
随
契
が
１
件

で
２
億
８
３
０
０
万
円

で
２
億
８
３
０
０
万
円
。

工
種
別
で
は
、一
般
土
木

　
工
種
別
で
は
、一
般
土
木
が

　
件
で
１
４
１
億
２
４
３

件
で
１
４
１
億
２
４
３
５

6363万
円
、維
持
修
繕

万
円
、維
持
修
繕
が
　
件
で
１

件
で
１

8383

２
０
億
９
８
５
２
万
円
、ア

２
０
億
９
８
５
２
万
円
、ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
８
件

フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
８
件
で
　1414

億
３
７
４
８
万
円
、通
信
設

億
３
７
４
８
万
円
、通
信
設
備

が
８
件
で
８
億
６
７
３
８

が
８
件
で
８
億
６
７
３
８
万

円
、塗
装

円
、塗
装
が
　
件
で
７
億
１

件
で
７
億
１
６

1515

８
１
万
円
、機
械
設
備
が
６

８
１
万
円
、機
械
設
備
が
６
件

で
５
億
９
９
３
０
万
円
、造

で
５
億
９
９
３
０
万
円
、造
園

が
　
件
で
５
億
４
２
８
万

件
で
５
億
４
２
８
万
５

1414
０
０
０
円
、プ
レ
ス
ト
レ

０
０
０
円
、プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
２
件

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
２
件
で

型
）
が
１
９
０
件
で
２
９

型
）
が
１
９
０
件
で
２
９
５

億
９
６
７
４
万
５
０
０

億
９
６
７
４
万
５
０
０
０

円
、
施
工
体
制
確
認
型
指

円
、
施
工
体
制
確
認
型
指
名

１
８
億
６
４
９
３
万
５
０

１
８
億
６
４
９
３
万
５
０
０

０
円
を
入
札
方
式
別
に
み

０
円
を
入
札
方
式
別
に
み
る

と
、
一
般
競
争
入
札
（
拡

と
、
一
般
競
争
入
札
（
拡
大

し
て
本
紙
が
独
自
集
計
し

し
て
本
紙
が
独
自
集
計
し
た

も
の
も
の
。　
年
度
第
１
四
半

年
度
第
１
四
半
期

2121

に
契
約
し
た
２
１
１
件
・

に
契
約
し
た
２
１
１
件
・
３

こ
れ
ら
は
、
中
国
整
備

　
こ
れ
ら
は
、
中
国
整
備
局

が
公
表
し
て
い
る
月
別
入

が
公
表
し
て
い
る
月
別
入
札

結
果
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス

結
果
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に

中
国
地
方
整
備
局
が
２
０
２
１
年
度
第
１
四
半
期
（
４
～
６
月
）
に
契
約
し
た
工
事
件
数
は
合
計
で
２
１
１
件

　
中
国
地
方
整
備
局
が
２
０
２
１
年
度
第
１
四
半
期
（
４
～
６
月
）
に
契
約
し
た
工
事
件
数
は
合
計
で
２
１
１
件
、

発
注
金
額
の
総
額
は
３
１
８
億
６
４
９
３
万
５
０
０
０
円
（
税
別
、
以
下
同
）
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
（

発
注
金
額
の
総
額
は
３
１
８
億
６
４
９
３
万
５
０
０
０
円
（
税
別
、
以
下
同
）
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
港

湾
空
港
関
係
除
く
）
。
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
、
件
数

湾
空
港
関
係
除
く
）
。
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
、
件
数
で
　
件
、
発
注
金
額
で
６
億
３
５
１
万
６
０
０
０
円
そ
れ
ぞ

件
、
発
注
金
額
で
６
億
３
５
１
万
６
０
０
０
円
そ
れ
ぞ

1919

れ
増
え
た
。
ま
た
、
企
業
別
受
注
額

れ
増
え
た
。
ま
た
、
企
業
別
受
注
額
（
別
表
＝
上
位

別
表
＝
上
位
　
社
）
を
み
る
と
、「
令
和
３
年
度
太
田
川
観
音
新
町
地
区

）
を
み
る
と
、「
令
和
３
年
度
太
田
川
観
音
新
町
地
区
高

4040

潮
堤
防
他
工
事
」
な
ど
計
６
件
を
落
札
し
た
宮
川
興
業

潮
堤
防
他
工
事
」
な
ど
計
６
件
を
落
札
し
た
宮
川
興
業
が
　
億
８
５
３
６
万
円
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

億
８
５
３
６
万
円
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

1111

金金額額（単位（単位10001000円円））件件数数企業企業名名順順位位

1,185,3606宮川興業1

1,144,5004山陽工業2

909,0003増岡組3

769,0003山陽建設4

753,0002加藤組5

727,0003三幸工務店6

656,3004原工務所7

646,7502日立建設8

645,5002占部建設工業9

519,5902大栄建設10

511,0002シマダ11

505,0001美保テクノス12

490,5002川田建設13

489,0002大畑建設14

483,4002カナツ技建工業15

469,6002前田道路16

466,8002協和建設工業17

435,7002高橋建設18

426,5001一高土木19

420,8002今井産業20

417,5805京栄建設21

409,9002大和建設22

405,0802松江土建23

403,9002都間土建24

381,0001ミヤベ25

368,0001東亜道路工業26

357,1003やまこう建設27

352,1002宮田建設28

352,0002鴻治組29

347,2301日本道路30

343,0002荏原製作所31

329,4001新光産業32

328,4002肥海建設33

320,7002江津土建34

316,3001蜂谷工業35

313,0001大林道路36

308,3001荒木組37

308,0001今岡工業38

307,7602出雲土建39

301,8002野村組40

件
）、広
島
国
道
事
務
所

件
）、広
島
国
道
事
務
所（
　
億
3535

４
８
６
０
万
円

４
８
６
０
万
円
、
　
件
）、浜
田

件
）、浜
田

2424

河
川
国
道
事
務
所

河
川
国
道
事
務
所（
　
億
４
０

億
４
０

3030

０
０
万
円

０
０
万
円
、
　
件
）だ
っ
た

件
）だ
っ
た
。

1919

ɹ
件件
、、ɹ
億
円
億
円
をを
発発
注注

211211

318318

中国整備局

4
～
6
月 
工
事
の
契
約
状
況

受
注
額
ト
ッ
プ
は
宮
川
興

受
注
額
ト
ッ
プ
は
宮
川
興
業業

和田組

社
員
家
族
の
パ
ラ
出
場
で
横
断
幕

㮇
日
や
り
投
げ
の
白
砂
選
手

30


